
が
ん
に
よ
り
死

亡
す
る
人

の
減

少
が

ん
の

年
齢

調
整

死
亡

率
（
75

歳
未

満
、
人

口
10

万
人

当
た
り
）
を
平
成
29

年
度

ま
で
に
20

％
減

少
さ
せ

る
。

す
べ

て
の

が
ん
患

者
及

び
そ
の

家
族

の
苦

痛
の

軽
減

並
び
に
療

養
生

活
の

質
の

維
持

向
上

全
体

目
標

【
ｱ
ｳ
ﾄｶ
ﾑ
目
標

1】
医
療
者
、
行
政
な
ど
か
ら

医
療
機
関
の
機
能
や
役
割

が
見
え
医
療
資
源
が
適
切

に
有
効
活
用
さ
れ
る
。

部
会

が
担

当
す
る

分
野

の
課

題
と
目

標

施
策

毎
の

ア
ウ

ト
カ
ム
目

標

ワ
ー
ク

シ
ー
ト
1

で
導

き
出

さ
れ

た
対

策
項

目

施
策
毎

の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト

目
標

施
策

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

【
対
策
項
目

1】
医
療
者
、
行
政
な
ど

す
べ
て
に
対
す
る

情
報
不
足
の
解
消

【
対
策
項
目

2】
地
元
医
療
施
設
で
の
治
療
の
促
進

【
施

策
2】

が
ん
地

域
連

携
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
パ

ス
研

修

会
を
企

画
開

催
す
る
。

【
ｱ
ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
3】

地
元

の
施

設
に
か

か
る
患

者
の

増
加

【
目
標
】
住

ん
で
い
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
県
民
が
希
望
す
る
医
療
を
受
け
ら
れ
る
。

【
施

策
7】

肺
が

ん
、
胃

が
ん
、

肝
が

ん
、
大

腸
が

ん
、

乳
が

ん
の

地
域

連

携
パ

ス
の

簡
素

化
の

改
訂

を
行

い
、
適

用

数
を
増

や
す
。

【
施

策
8】

前
立

腺
が
ん
地

域
連
携

パ
ス

の
、
適

用
数
を
増

や
す

【
施

策
5
】

胃
が

ん
と
大

腸
が

ん
の

化
学

療
法

の
パ

ス
を

作
成

す
る
。

【
施

策
6】

術
後

フ
ォ
ロ
ー

以
外

の
前

立

腺
が

ん
地

域

連
携

パ
ス
を

作
成

す
る

活
動
計
画
概
要

地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

会
平

成
26

年
1
月

1
0
日

【
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

目
標
2】

20
15

年
3月

ま
で
に
、
離

島
、

院
内

、
か

か
り

つ
け
施

設
、

一
般

向
け
に

研
修

会
を
行

う

【
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
目

標
5】

20
15

年
6月

ま
で
に
化

学

療
法

の
パ

ス
を
作

成
す

る
。

【
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

目
標
6】

20
14

年
3月

ま
で
に
、
術

後
以

外
の

パ

ス
を
作

成
し
、

4月
に
研

修

会
を
行

う

【
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
目

標
7】

20
15

年
3月

ま
で
に
肺

が
ん
10

人
、
胃

が
ん

30
人

、
肝

が
ん
10

人
、

大
腸

が
ん
60

人
、
乳

が
ん
12
0人

、
沖

縄
県

内
で
が

ん
地

域
連

携

ク
リ
テ
ィ
カ
ル

パ
ス
を

適
用

す
る

中
期

目
標

：
20

15
年

ま
で
に
す
べ

て
の

病
院

・
施

設
が

パ
ス
に
つ
い
て
知

識
を
も
ち
、

各
医

療
機

関
の

医
療

資
源

を
把

握
し
、
有

効
活

用
す
る

指
標

：
パ

ス
患

者
適

用
率

指
標

：
パ

ス
患

者
適

用
率

測
定

方
法

：
拠

点
・
支

援
病

院
の

パ
ス
対

象
患

者
数

・
適

用
患

者
数

の
件

数
を
合

算
、
分

析
測

定
方

法
：
拠

点
・
支

援
病

院
の

パ
ス
対

象
患

者
数

・
適

用
患

者
数

の
件

数
を
合

算
、
分

析

最
終

目
標

：
20

18
年

ま
で
に
県

民
が

希
望

す
る
医

療
を
受

け
ら
れ

る
よ
う
、
患

者
の

意
見

を
聞

き
、
希

望
す
る
す
べ

て
の

患
者

に
パ

ス
を
適

用
し
、
地

元
の

施
設

に
係

る
患

者
の

増
加

、
拠

点
病

院
の

集
中

化
解

消
を
行

う
。

【
施

策
11

】

地
域

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
部

会
の

活
動

を
学

会
報

告
お
よ
び

実
績

を
論

文
化

す
る

【
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
目

標

11
】

毎
年

、
部

会
委

員
が

発
表

す
る

20
15

年
3

月
ま
で
に

論
文

を
作

成
す
る

【
施

策
1】

八
重

山
・
宮

古
・
久

米
島

・
北

部
で
は
が

ん
診

療
を
行

っ
て
い
る

医
療

機
関

に
、
院

内
が

ん
登

録
を
用
い
て

「
症

例
区

分
（
診

断
の

み
、
診

断
+治

療
、
治

療
開

始
後

な
ど
）
」
を

集
計
し
、
診

療
実

態
を
明
ら
か

に
す
る
。

【
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
目

標
1】

20
13

年
3月

ま
で
に

院
内

が
ん
登
録

デ
ー

タ
を
収
集
し
、
院

内
が

ん
登

録
デ
ー
タ
を

用
い
て
症

例
区
分

を
集

計
す
る
。

【
施

策
10

】

小
児

が
ん
は

W
G
開

催
し
、

希
少

が
ん
は

W
G
を
設

置

す
る

【
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
目

標
10

】

20
15

年
3月

ま
で
に
小

児

が
ん
・
希

少

が
ん
医

療
連

携
に
つ
い
て

検
討

を
開

始

す
る

【
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
目

標
3】

20
14

年
6月

ま
で
に
私

の
カ
ル

テ
（
A5

版
）
を
配

布
及

び
Ｈ
Ｐ
に

公
開

す
る

。

【
施

策
3
】

私
の

カ
ル

テ

の
改

訂
を
行

う
。

【
ｱ
ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
2】

ク
リ
テ
ィ
カ
ル

パ
ス
の

認
知

度
の

向
上

【
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

目
標
9】

20
15

年
3月

ま

で
１
人

に
緩

和
ケ
ア
関

連

の
地

域
連

携

ク
リ
テ
ィ
カ
ル

パ
ス
を
運

用

す
る

【
施

策
9】

症
状

緩
和

を

目
的

と
し
た

緩
和

ケ
ア
関

連
の

地
域

連

携
パ

ス
を
緩

和
ケ
ア
部

会

と
合

同
で
作

成
・運

用
す
る

【
施

策
4】

が
ん
診

療
連

携

の
在

り
方

を
検

討
す
る

【
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
目

標
4】

20
15

年
3月

ま
で

に
各

地
区

医
師

会
と
の

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の

場
を
設

定

し
、
沖

縄
県

の
が

ん
医

療
連

携
に

お
け
る
課

題
・
要

望
を
把

握
す
る
。

【ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
目
標
8】

20
15
年
3月

ま
で
に
前
立

腺
が
ん
10

人
、
沖
縄
県

内
で
が
ん

地
域
連
携

ク
リ
テ
ィ
カ

ル
パ
ス
を
適

用
す
る

進
進

進
進

進
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